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令和5年度 富士商工会議所
事業計画

令和5年度 富士商工会議所
事業計画

　3月30日（木）、当所にて第109回通常議員総会を開催し、令和５年度事業計画・収支予算を審議、決定しました。
　令和5年度は、中長期的視点に基づく重点事業「カーボンニュートラル推進事業」「広域道路網整備推進事業」「情報
発信事業」の3点と喫緊の対応を図る重点事業5点を展開します。また、コロナ禍からの経済回復に向け、「地域企業の
経営的成長」を図りつつ、次代への地域産業の新たな成長を促進する事業に主体性を持ち、取り組む姿勢です。

中長期的視点に基づく重点事業の具体的内容（一部）

インスタグラムにて情報発信

国土交通省　西田昭二大臣政務官への要望

「信頼され 役に立ち 満足される商工会議所を目指して」

＜喫緊の対応を図る重点事業＞
●原材料、燃料価格の高騰などに対し、地域企業の経営安定に資する事業の実施
●消費税インボイス制度、改正電子帳簿保存法など、制度の周知と相談事業の実施
●中小企業のDX推進などデジタル化による生産性向上および働き方改革への対応
●大企業と中小企業との共存共栄を図り、新たな好循環を目指す「パートナーシップ構築宣言」の普及
●地域の労働力確保、明日を担う人材育成への対応

脱炭素セミナーの開催

※ＣＮ（カーボンニュートラル）とは…

　二酸化炭素をはじめとする温室効果
ガスの「排出量」から、植林、森林管理な
どによる「吸収量」を差し引いて、合計を
実質的にゼロにすること。
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令和5年度雇用保険料率のご案内

　令和5年4月1日から令和6年3月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです。

〈令和5年度の雇用保険料率〉（赤字は変更部分）

問合せ／富士商工会議所　経営相談課　TEL．0545-52-0995

小規模企業経営力向上事業費補助金【1次公募】のご案内

 静岡県では、「新たな需要の開拓」又は「生産性の向上」を目指す県内の小規模事業者を対象に、工夫・改善による新た
な取組に要する経費を助成します。

問合せ／富士商工会議所　経営相談課　TEL．0545-52-0995

【募集期間】 
令和5年4月3日（月）～5月22日（月）
【補助対象者】
富士商工会議所管内の小規模事業者
≪常時使用する従業員数が次のとおりであるもの≫
①製造業、建設業、運輸業、サービス業（宿泊業、娯楽業）、
その他の業種：20人以下
②卸売業、サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）、
小売業：5人以下

【補助対象事業】（以下の要件をすべて満たすもの）
①自社がこれまでに行ったことがないもの又は既存のも
のを大幅に改善するもの
②新たな需要の開拓又は生産性の向上を目指して行うもの
③経営革新計画の承認取得を目指す3年間の経営ビジョ
ンを策定した上で行うもの

【申請できない方】
○過去に経営革新計画の承認を受けた事業者(※)
○過去に本補助金を受けて事業を実施した事業者
※事業承継を行い、後継者が新たな分野で新規事業にチャレンジ
する場合や、新型コロナウイルス感染症流行または物価高騰の
影響を受けた場合は対象

【補助の内容】
○補助率　　　2/3以内
○限度額　　　50万円
○対象経費　　開発費、機械装置等費（ITソフトウェア含

む）、広報費、委託費ほか
○加点措置　　▪BCP（事業継続計画）策定済み事業者

▪新型コロナウイルス感染症流行または
物価高騰の影響を受けた事業者

【申請方法】
所定の申請書類を富士商工会議所へ持参又は郵送
（5月22日の消印有効）

　入念な事前準備が採択への近道です。
手引を熟読し、時間に余裕をもってお早め
にご相談ください。
　申請書類と手引は
当所ウェブサイトまた
は、右記QRコードから
ダウンロードできます。

6-1,000
5-1,000

9.5-1,000
8.5-1,000

6-1,000
5-1,000

3.5-1,000
3.5-1,000
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15.5-1,000

（令和4年10月～）

（令和4年10月～）

（令和4年10月～）

負担者

事業
の種類

①
労働者負担

（失業等給付・育児休業給
付の保険料率のみ）

一般の事業

建設の事業

②
事業主負担 失業等給付・育児休業

給付の保険料率
雇用保険二事業の
保険料率

①＋②
雇用保険料率

農林水産・ ※
清酒製造の事業

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定
の船員を雇用する事業については一般の事業の率が適用されます。■令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日

中小企業景況調査結果

前期 ▽令和4年10月～12月　　今期 ▽令和5年1月～3月　　来期 ▽令和5年4月～6月調査期間

　今期調査では、全産業合計の業況DIが＋1.6ポイントの改善、売上DI＋0.4ポイントの改善、採算DIが－5.2ポイントの
悪化となった。来期の予測について業況DIは横ばい、売上DIは悪化、採算DIは改善の見込みとなった。業種別の来期業
況DIは、サービス業で上昇を、建設業・卸売業で横ばいを、製造業・小売業で下降を予想。売上高DIは製造業・サービス
業で上昇を、建設業・卸売業・小売業で下降を予想。採算DIは、サービス業で上昇を、製造業・卸売業は横ばいを、建設
業・小売業は下降を予想。
　全体を通して、資材等の価格高騰への危機感と、販売価格への転嫁が難しいとの声が多かった。また、DXなどの社会
の変化に伴い、業務の転換を余儀なくされていることへの不安の声も多かった。一方で、新型コロナウィルスの2類から5類
への変更に伴う人流やインバウンドの復活と共に、景気回復を期待する声も多く聞かれた。
　経営上の問題点では、製造業、建設業、卸売業、サービス業で「商品、原材料仕入れ価格の上昇」が1位となった。小売
業では「その他の需要の低迷」が1位となり、仕入価格高騰以外に様々な課題が浮き彫りとなっているようだ。

［令和５年1月～3月］
富士商工会議所調べ
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売上 業況 採算

　富士市内中小企業の景気動向と経営状況について調査を実施した。
　製造･建設･卸売･小売･サービス業の5産業、199事業所（回収率68.8％）を対象に、｢令和5年1月～3月」の3ヶ月間
の生産･売上および経営状況の調査を行い、その結果を産業別にまとめた。

―――――　◇　調査実施要領　◇　―――――

DI（景気動向指数）とは
『上昇・増加・好転』したとする企業割合から、『下降・減少・悪化』したとする企業割合を差し引いた値。

業 種 前 期 来期予想

製 造 業 ▲37.1 →

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

▲50.0▲61.7（▲36.6）

建 設 業 ▲46.5 ▲30.8▲42.3（▲32.1）

卸 売 業 ▲23.1 ▲21.8▲21.7（▲12.5）

小 売 業 ▲38.8 ▲21.0▲40.0（▲21.7）

サービス業 ▲29.6 ▲29.6▲27.0（▲58.7）

全 産 業 ▲35.1 ▲32.6▲40.3（▲33.6）

今期（前年同期）

　建設業、卸売業、小売業、サービス業は横ばい。製造業
は下降。来期は製造業、建設業、小売業で上昇を予想。
卸売業、サービス業は横ばいを予想。

［採算D I］ ［全産業主要調査項目の前年同期比DI推移状況］

業 種 前 期 来期予想

製 造 業 ▲22.9 →

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

▲23.5▲26.5（▲17.3）

建 設 業 ▲25.9 ▲23.1▲19.2（▲35.7）

卸 売 業 ▲15.4 ▲13.0▲  8.7（▲  4.1）

小 売 業 ▲16.6 ▲21.0▲20.0（▲26.1）

サービス業 ▲22.2 ▲14.8▲19.2（▲51.8）

全 産 業 ▲21.0 ▲19.4▲19.4（▲27.8）

今期（前年同期）

　建設業、卸売業は上昇。製造業、小売業、サービス業は
横ばい。来期は全5業種で横ばいを予想。

［業況D I］

業 種 前 期 来期予想

製 造 業 5.7 →

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

3.0▲14.7（　  0.0）

建 設 業 14.3 ▲  8.0▲19.2（▲17.9）

卸 売 業 19.3 4.523.9（　  4.1）

小 売 業 ▲11.1 0.030.0（　  4.4）

サービス業 0.0 ▲  7.229.7（▲48.3）

全 産 業 6.7 ▲  1.67.1（▲12.7）

今期（前年同期）

　小売業、サービス業は上昇。卸売業は横ばい。製造業、
建設業は下降。来期は製造業、建設業で上昇を予想。卸
売業、小売業、サービス業は下降を予想。

［売上高DI］

4



令和5年度雇用保険料率のご案内

　令和5年4月1日から令和6年3月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです。

〈令和5年度の雇用保険料率〉（赤字は変更部分）

問合せ／富士商工会議所　経営相談課　TEL．0545-52-0995

小規模企業経営力向上事業費補助金【1次公募】のご案内

 静岡県では、「新たな需要の開拓」又は「生産性の向上」を目指す県内の小規模事業者を対象に、工夫・改善による新た
な取組に要する経費を助成します。

問合せ／富士商工会議所　経営相談課　TEL．0545-52-0995

【募集期間】 
令和5年4月3日（月）～5月22日（月）
【補助対象者】
富士商工会議所管内の小規模事業者
≪常時使用する従業員数が次のとおりであるもの≫
①製造業、建設業、運輸業、サービス業（宿泊業、娯楽業）、
その他の業種：20人以下
②卸売業、サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）、
小売業：5人以下

【補助対象事業】（以下の要件をすべて満たすもの）
①自社がこれまでに行ったことがないもの又は既存のも
のを大幅に改善するもの
②新たな需要の開拓又は生産性の向上を目指して行うもの
③経営革新計画の承認取得を目指す3年間の経営ビジョ
ンを策定した上で行うもの

【申請できない方】
○過去に経営革新計画の承認を受けた事業者(※)
○過去に本補助金を受けて事業を実施した事業者
※事業承継を行い、後継者が新たな分野で新規事業にチャレンジ
する場合や、新型コロナウイルス感染症流行または物価高騰の
影響を受けた場合は対象

【補助の内容】
○補助率　　　2/3以内
○限度額　　　50万円
○対象経費　　開発費、機械装置等費（ITソフトウェア含

む）、広報費、委託費ほか
○加点措置　　▪BCP（事業継続計画）策定済み事業者

▪新型コロナウイルス感染症流行または
物価高騰の影響を受けた事業者

【申請方法】
所定の申請書類を富士商工会議所へ持参又は郵送
（5月22日の消印有効）

　入念な事前準備が採択への近道です。
手引を熟読し、時間に余裕をもってお早め
にご相談ください。
　申請書類と手引は
当所ウェブサイトまた
は、右記QRコードから
ダウンロードできます。

6-1,000
5-1,000

9.5-1,000
8.5-1,000

6-1,000
5-1,000

3.5-1,000
3.5-1,000

15.5-1,000
13.5-1,000

7-1,000
6-1,000

11.5-1,000
10.5-1,000

7-1,000
6-1,000

4.5-1,000
4.5-1,000

18.5-1,000
16.5-1,000

7-1,000
6-1,000

10.5-1,000
9.5-1,000

7-1,000
6-1,000

3.5-1,000
3.5-1,000

17.5-1,000
15.5-1,000

（令和4年10月～）

（令和4年10月～）

（令和4年10月～）

負担者

事業
の種類

①
労働者負担

（失業等給付・育児休業給
付の保険料率のみ）

一般の事業

建設の事業

②
事業主負担 失業等給付・育児休業

給付の保険料率
雇用保険二事業の
保険料率

①＋②
雇用保険料率

農林水産・ ※
清酒製造の事業

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定
の船員を雇用する事業については一般の事業の率が適用されます。■令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日
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　個店ならではの専門知識や技をお客様に無料（材料費のみ頂くことは可
能）で伝えながら、新規顧客の獲得、店舗のPRなどに役立ててみませんか?
　開催内容等のご相談にも対応しますので、奮ってご参加ください。

【開講期間】 令和5年10月1日(日)～11月15日(水)（46日間）
※上記期間内で都合の良い日程を決めて開講いただきます。

【参加資格】 ①富士市内の店舗（小売・サービス業等）
②事業の趣旨に賛同し、まち得ゼミにご協力いただける方

【参加費】 3,000円（1講座）　※富士商工会議所会員料金
【申込期限】 令和5年6月6日(火)　※定数になり次第受付終了となります。
【申込方法】 ウェブサイトにて事業趣旨等をご確認いただき、QRコードより

お申込ください。
※QRコードからのお申込ができない場合は下記問合せ先ま
ご連絡ください。

【主　催】 富士市商業振興協議会・富士商工会議所

問合せ／富士商工会議所　商業観光課　TEL．0545-52-0995

2023「ふじのまち得ゼミナール」参加店募集

ま

2023

　

環境認証を取得して企業のPRに
つなげてみませんか?

【日　時】 令和5年6月23日（金）　14:00～15:30
【会　場】 富士商工会議所　401会議室
【定　員】 10名程度
【内　容】 制度・取り組み事例紹介・認証メリット等の説明及び相談
【その他】 夏季から勉強会を予定

①8月4日 ②9月15日 ③10月6日 ④11月10日
⑤令和6年1月12日

【申込方法】 事前の申し込みが必要です。申込先へ「会社名・
住所・電話番号・参加する方の氏名」をご連絡く
ださい。(電話・FAX・メールにて承ります)

【申込締切】 令和5年6月16日（金）
【主　催】 富士市
【共　催】 富士商工会議所、富士市商工会、

(一社)静岡県環境資源協会

申込・問合せ先／
富士市役所　環境総務課　環境政策担当
TEL．0545-55-2901　FAX．0545-51-0522
E-mail．ka-kankyousoumu@div.city.fuji.shizuoka.jp

エコアクション21とは？
　広範な中小企業、学校、公共機関などに対して、「環境へ
の取り組みを効果的・効率的に行うシステムを構築・運用・
維持し、環境への目標を持ち、行動し、結果を取りまとめ、
評価し、報告する」ための方法として、環境省が策定したエ
コアクション21ガイドラインに基づく、事業者のための認
証・登録制度です。

　しらすの形をした画用紙を自由にデザインし、自分だけの
オリジナルしらすを作成して見ませんか？

【募集期間】 令和5年4月15日(土)～7月15日(土)
【応募資格】 田子の浦港を応援してくれる人
【審査と賞】 応募作品の中から、田子の浦港関係者及び特別

審査員の審査により、田子の浦しらす賞など各賞
を決定します。受賞者には賞に応じて、しらすコ
ロッケ1ケース（60個入り）や釡揚げしらすなどの
賞品を差し上げます。

【特別審査員】 富士市在住イラストレーター　コイズミチアキさん
【結果発表】 令和5年7月下旬予定（田子の浦漁協HPにて）
【申込方法】 「しらす型紙」を下記の配布場所あるいは田子の

浦漁協HPよりダウンロードし、オリジナルしらす
を作成。必要事項を記入の上、配布場所へ持ち込
み、または郵送にてご提出ください。

〈主催・後援及び配布場所〉
【主　催】 田子の浦漁業協同組合
【後　援】 富士山観光交流ビューロー、富士市港湾振興室、

富士商工会議所

問合せ／田子の浦漁業協同組合　TEL．0545-61-1004

I♡しらすコンテスト応募開始エコアクション21認証取得説明会

申込QRコード まち得ゼミ
紹介ページ
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◇不動産賃貸・売買　◇ビル修繕工事一式

◇ビル管理・経営代行　◇設備・保守・メンテナンス

◇不動産賃貸・売買　◇ビル修繕工事一式

◇ビル管理・経営代行　◇設備・保守・メンテナンス

〒1 -
東京都中央区日本橋兜町16-9

第二松木ビル3階
TEL. （03）５６１４-０７２０
URL. https://www.ntkkk.co.jp

〒1 -
東京都中央区日本橋兜町16-9

第二松木ビル3階
TEL. （03）５６１４-０７２０
URL. https://www.ntkkk.co.jp

◇清掃・設備保守　◇飲料水貯水槽清掃　◇施設・交通誘導警備　◇衛生害虫防除　

◇空気環境測定　◇マンション管理　◇一般・産業廃棄物収集運搬処理　◇清掃資器材販売

◇清掃・設備保守　◇飲料水貯水槽清掃　◇施設・交通誘導警備　◇衛生害虫防除　

◇空気環境測定　◇マンション管理　◇一般・産業廃棄物収集運搬処理　◇清掃資器材販売

本　社 〒419-0201
静岡県富士市厚原131番地の１
TEL. （0545）７２-３２１１
TEL. （0545）７２-３３００

株式会社 東亜ビルサービス／有限会社 東亜美装／株式会社 東亜セキュア株式会社 東亜ビルサービス／有限会社 東亜美装／株式会社 東亜セキュア
本　社 〒419-0201

静岡県富士市厚原131番地の１
TEL. （0545）７２-３２１１
TEL. （0545）７２-３３００

東京支店 〒104-0041
東京都中央区新富1丁目14-8

松永新富ビル3階
TEL. （03）６２８０-３６０６

URL. http://www.toa-bs.co.jp　　E-maｉｌ. info@toa-bs.co.jpURL. http://www.toa-bs.co.jp　　E-maｉｌ. info@toa-bs.co.jp

おかげ様で創立50周年!おかげ様で創立50周年!

マキヤグループ

〒417‐0801 富士市大淵2373番地
TEL 0545-36-1000　FAX 0545-36-1500
URL https://www.makiya-group.co.jp

【物　件】 富士見台一丁目22　497平方メートル
第一種低層住居専用地域　
建ぺい率50％　容積率100％　　

【最低売却価格】 1,704万円
【入札場所】 静岡県富士総合庁舎6階　第一会議室
【入札日時】 令和5年7月13日（木）　13:30
【申込期間】 令和5年5月1日（月）～令和5年6月23日（金）の

8:30～17:15（土・日曜日、祝日は除く）に、参加
要領（上下水道経営課で配付、又は市ウェブサ
イトからダウンロード可）に記載の必要書類を
上下水道経営課へ直接ご提出ください。

※売払要領を必ず読み、現地を確認の上、お申し込みください。

問合せ／富士市役所　上下水道部
上下水道経営課　企画総務担当
富士市本市場441番地の1
静岡県富士総合庁舎6階
TEL．0545-67-2814　FAX．0545-67-2890

国外への技術流出についての
ご相談・質問があれば連絡を

　警察では、企業やアカデミアによる技術流出の防止を支
援するため、具体的な手口やその対策などを情報提供する
活動を推進しております。技術流出に関するご相談、質問な
どがございましたら、富士警察署までご連絡ください。

問合せ／富士警察署　警備課
TEL．0545-51-0110

　

水道事業用地を売却します

ウェブサイト

技術流出の防止に向けての相談窓口

静岡県警察 シンボルマスコット

「エスピーくん」

技術流出の防止は､
経済安全保障上の
重要な課題と
なっています｡
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